
●すべての製品名に「エパデール」が入ります。
●効能又は効果、用法及び用量、1日の総投与量が異なりますので、処方・調剤いただく際には取り違えにご注意ください。
●特に、エパデールカプセル300・エパデールS300・エパデールS600・エパデールS900とエパデールEMカプセル2gを相互に
切替えされる際には、患者様へ切替え前の薬剤と用法及び用量が異なること等の適切な服薬指導をお願い申し上げます（裏面の製品
比較表をご参照ください）。
●エパデールEMカプセル2gはエパデールS300・エパデールS600・エパデールS900より粒が大きく、一包の内容量も多くなって
います。一口で服用しにくいことが想定される患者様へは、複数回に分けて服用していただくようご指導ください。

●エパデールカプセル300・エパデールS300・エパデールS600・エパデールS900には後発品がございますので、合わせてご注意
くださいますようお願い申し上げます。

イコサペント酸エチル製剤 エパデールカプセル300・
エパデールS300・エパデールS600・エパデールS900と
エパデールEMカプセル2gの相互取り違えにご注意ください。

共通の効能又は効果である「高脂血症」の用法及び用量の違い

エパデールカプセル300・エパデールS300・
エパデールS600・エパデールS900

トリグリセリドの異常を呈する場合には、その程度により、
1回900mg、1日3回まで増量できる

エパデールEMカプセル2g

医療関係者用

※以下の患者様向け服薬指導箋を作成しておりますので、服薬指導の際にご使用ください。
▶エパデールカプセル300・エパデールS300・エパデールS600・エパデールS900からエパデールEMカプセル2gへ変わる患者さんへ　
▶エパデールEMカプセル2gからエパデールカプセル300・エパデールS300・エパデールS600・エパデールS900へ変わる患者さんへ

処方の際には1日総投与量が「2g」あるいは「4g」であることにご注意ください。

1回900mgを1日2回又は1回600mgを1日3回 1回2gを1日1回
トリグリセリド高値の程度により、1回4g、1日1回まで増量できる
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販売名 エパデールカプセル300

淡黄色透明・軟カプセル剤

閉塞性動脈硬化症に伴う潰瘍、疼痛及び冷感の改善
高脂血症 高脂血症

微黄色透明・軟カプセル剤

直径約4mmの球形

微黄色～淡黄色透明
（軟カプセル剤）

1800mgまたは2700mg 2gまたは4g

直径約6mmの球形

エパデールS300 エパデールS600 エパデールS900 エパデールEMカプセル2g

成分・含量

包装写真

外箱写真

色調・剤形

外形

効能又は効果

用法及び用量

1日総投与量

1カプセル中
日局イコサペント酸エチル300mg 

〈閉塞性動脈硬化症に伴う潰瘍、疼痛及び冷感の改善〉
イコサペント酸エチルとして、通常、成人1回600mgを1日3回、毎食直後に経口投与する。なお、年齢、症状により適宜増減する。
〈高脂血症〉
イコサペント酸エチルとして、通常、成人1回900mgを1日2回又は1回600mgを1日3回、食直後に経口投与する。
ただし、トリグリセリドの異常を呈する場合には、その程度により、1回900mg、1日3回まで増量できる。

イコサペント酸エチルとして、通
常、成人には1回2gを1日1回、
食直後に経口投与する。ただし、
トリグリセリド高値の程度に
より、1回4g、1日1回まで増量
できる。

1包中
日局イコサペント酸エチル300mg

1包中
日局イコサペント酸エチル600mg

1包中
日局イコサペント酸エチル900mg

1包中
日局イコサペント酸エチル 2g

約18

約
7


